


「『子どもの学びの姿』見取りシート」とは… 
 授業を参観する際に、授業者の問いを共有し、児童生徒の学びの姿と指導
の手立ての側面から気付きを記録して、授業実践後の研究会等で活用するた
めのツールです。 

「『子どもの学びの姿』見取りシート」の活用方法 

児童生徒の学びの姿を見取るときは何を見取ればいいの？ 

 授業における児童生徒の「発言」「行動」「表情」など

を詳細に見取るといいね。 

詳細に見取るのってなんだか難しい気がするな…。 

 参観者が児童生徒の学びの姿を詳細に見取ることができるように、事

前の準備をしておくといいね。参観者が児童生徒の学びの姿を見取るこ

とに集中できるように、学びの姿を見取る児童生徒を数名抽出したり、

「場面」や「授業者の指導の手立て」を周知したうえで予め授業者等が

記入しておき、参観者は「子どもの学びの様子」を記入するようにして

おくことが考えられるよ。 
 児童生徒の学びの姿の詳細な様子や参観して

気付いたことをここに記入していくんだよ。 

参観しての気付き 

 参観者は、授業者の指導の手立て等によって生じた児童生徒の学びの様子のみ

を記録します。 

 授業者の問いに対する、本時における目指す子どもの姿(ルーブリック) 

 授業者が、立てた問いに対して、本時において、どのような児童生徒の姿を目

指すのかを記述するようにします。ルーブリックとして示すことで、参観者が児童
生徒の学びの姿をイメージすることができ、授業者の指導の手立ての有効性を検証
する際の判断材料となります。 

 授業者が、校内研究の主題の達成に向けて立てた問いを記入し、

参観者と共有します。問いを記入する際には、期待する児童生徒の学び
の姿と、具体的な手立てを踏まえて記述するようにします。 
 授業者の問いは参観者にとっての参観の視点となります。 

 授業者の問い(参観の視点) 
記入例 





「          」とは… 

 教員一人一人が、探究的な学びの四つのプロセスに沿って学びを可視化する 

ことで、PDCAサイクルを回すことができるようにするためのツールです。 

「          」の活用方法 

 自分の   や   を基にして、校内研究の主題の達成に向けた問い
を立てて記入しましょう。 

強み 課題 

 自分が立てた問いに基づく具体的な手立てと、授業における児童生徒の
学びの姿を記入しましょう。 

 見取った児童生徒の学びの姿を基に手立ての有効性を検証し、成果と課
題を考察して記入しましょう。 

 省察した授業実践の成果と課題を基に、対話を重ねて問いを再考し、新
たな問いにつなげましょう。 

立問を支える校内研究の取組の例 

実践を支える校内研究の取組の例 

教員が自校の現状や課題を把握したり、校内研究の主題への理解を深
めたりするための協議会を設定する。 
 

校内研究の主題に基づく視点をいくつか示し、その視点と教員一人一
人の「やってみたいこと」を基に立問することができるように支援す
る。 

教員一人一人の問いを整理して研究グループを組織する。 
 

「『子どもの学びの姿』見取りシート」を活用しながら相互に授業を
参観する機会を設定する。 
 

授業者の問いに基づく指導の手立ての有効性を検証するために参観者
をグループに分け、学びの姿を見取る児童生徒を決める。 

省察を支える校内研究の取組の例 

再考を支える校内研究の取組の例 

教員一人一人が安心して考えを発言できる雰囲気と機会を保障した研
究協議の場づくりを行う。 
 

「『子どもの学びの姿』見取りシート」を活用して見取ったことを共
有し、多角的に授業実践を振り返る。 
 

児童生徒に授業に関するアンケートを実施して考察する。 

研究会等で学んだことが教員一人一人の新たな問いにつながるように学びを振り返る機会を
確保する。 
 

独りよがりの学びに陥らないように、「授業改善ロードマップ」を互いにいつでも見られる
ようにするなど、教員同士で各自の新たな問いを共有しながら学びを進める。 

アンケート調査の結果を共有
し考察する様子 

児童の学びの姿を見取
り、記録している様子 

校内研究の主題に基づく視点 

記入例 

 各回の校内研究会や各学期末に、このシート

を記入する時間を設定するのがおすすめだよ。 


